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研究分担者 西巻 滋    横浜市立大学 

  

 

A. 研究目的 

日本では 2017 年に母乳バンクが設立され 6

年が経過した。母乳バンクの利用は全国へ広が

り新生児の栄養戦略は変わってきている。厚生

労働科学研究費補助金成育疾患克服等次世代

育成基盤研究事業(健やか次世代育成総合研究

事業)「ドナーミルクを安定供給できる母乳バ

ンクを整備するための研究」により、母乳バン

クのデータベース登録が始まり、日本における

ドナーミルクの使用状況が見えてきた。 

そこで本研究では2022年の1年間に母乳バン

クからドナーミルク(DHM)の提供を受けた 447

例を、出生体重を 1,500g未満と 1,500g以上で

分け、(1)周産期情報、(2)DHM 使用の理由、

(3)DHM使用の状況を明らかにする。 

 

B. 研究方法 

2022年には447例が母乳バンクからDHMの提供

を受けた。 

(1)児の情報 

在胎週数、出生体重、性別、疾患、等 

(2)母の情報 

年齢、分娩様式、合併症、等 

(3)ドナーミルクの情報 

使用理由、開始日時と中止日時、合併症の有無

(壊死性腸炎、限局性腸管穿孔、未熟児網膜症、

慢性肺疾患、脳室内出血、等) 

 

C. 研究結果 

(1)周産期情報 

出生体重が 1,500g 未満の症例が 409 例

(91.5％)、1,500g 以上の症例が 38 例(9.2％)

であった。各々の在胎週数は 22〜38(平均：

27.8)週と 29〜40(33.7)週、出生体重は 327〜

1,486(954)g と 1,516〜3,396(2,030)g であっ

た。 

 

研究要旨 

2022年の我が国の母乳バンクからのドナーミルク(DHM)の使用は出生体重が1,500g未満の児

が 409 例(91.5％)で、1,500g 以上の児は 38 例(8.5％)であった。母乳バンク利用の現状を知

るために、DHM使用に関する情報がある出生体重が 1,500g未満の児 336例と 1,500g以上の児

34例で、計 370例を検討した。 

使用理由(重複あり)は、1,500g未満の児では、「早産・低出生体重」が 336例(93.9％)、「児

の疾患」が 12例(3.4％)、「母の疾患」が 10例(2.8％)であった。1,500g以上の児では、「早

産・低出生体重」が 20 例(44.4％)、「児の疾患」が 20 例(44.4％)で、特に成熟児の心疾患

が多かった。「母の疾患」が 4例(8.9％)、「その他」が 1例(2.2％)であった。 

DHM は、1,500g 未満の児では、0〜44 日(平均 2.4 日、最頻 0 日)に開始され、使用期間は 1

〜202日(平均 19.7日)であった。一方、1,500g以上の児では、O〜36日(平均 2.6日、最頻 0

日)に開始され、使用期間は 1〜29日(平均 11.2日)であった。 

出生体重が 1500g以上の児も約 1割であり、低出生体重以外に児の疾患が使用理由に多く、

特に成熟児の心疾患が多かった。また、DHMの使用開始が遅く使用期間も短かった。 
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(2)DHM使用理由(重複あり) 

母乳バンク利用の現状を知るために、DHM 使

用に関する情報がある出生体重が 1,500g 未満

の児 336例と 1,500g以上の児 34例で、計 370

例を検討した。 

1,500g未満では「早産・低出生体重」が理由

の 336 例(93.9％)以外に、「児の疾患」が 12

例(3.4%)で、心疾患 2例、消化器疾患 4例、消

化管アレルギー3 例、他疾患 3 例だった。「母

の疾患」が 10例(2.8%)だった。 

1,500g 以上では「早産・低出生体重」が 20

例(44.4％)で、6 例の多胎が含まれた。「児の

疾患」が 20例(44.4%)で、心疾患の 8例は成熟

児が多かった。消化管疾患が 4例、消化管アレ

ルギーが 3 例、他の疾患が 5 例だった。「母の

疾患」が 4例あった。 

 

      

 

  

(3)DHM使用状況 

1,500g未満の 336例では 0〜44日に開始され

た。42.0％が生後 24 時間以内であった。生後

24 時間以内に使用が始まった例をさらにみる

と、中央値は 10 時間、最頻値は 9 時間であっ

た。 

 

 

 

1,500g以上の 34例では 0〜36日に開始され、

26.5％が生後 24時間以内であった。 

 

 

 

1,500g 未満の 336 例では使用期間は 1〜202

日で、平均値は 19.7日、中央値は 13.0日であ
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った。50％は 13日間までに、90％は 50日間ま

でであった。 

1,500g 以上の 34 例では使用期間は 1〜29 日

で、平均値は 11.2日、中央値は 10.0日であっ

た。50％は 9 日間までに、90％は 22 日間まで

であった。 

 

 

 

 

D 考察 

2022年に母乳バンクからの DHM使用をみると、

出生体重が1,500g未満の児が約9割であった。

一方、出生体重が 1500g以上の児も約 1割であ

り、低出生体重以外に児の疾患が使用理由に多

く、特に成熟児の心疾患が多かった。また、DHM

の使用開始が遅く使用期間も短かった。 

体重別に DHM の使用をみた中国と台湾のデー

タと比べると、日本では 1500g以上の出生体重

児への DHMの使用は低いと考えられる。 

 

 

 

E 結論 

 日本におけるドナーミルク使用はさまざま

であった。1500g以上の出生体重児への DHMの

使用は低いと考えられる。今後は日本における

ドナーミルクの適応、使用方法についての検討

が必要である。 
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